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平成20年度入学試験概要

❶ 入学試験の種類および入学定員

選　抜　の　区　分 一　般　選　抜 特　　別　　選　　抜

前期 後期 推薦入学Ⅰ 推薦入学Ⅱ 帰国子女 社会人 私費外国人留学生

出　願　期　間 1月28日～ 2月6日 11月1日～11月7日 1月18日～1月24日 11月1日～11月7日 11月1日～11月7日 1月28日～2月6日

選　抜　期　日 2月25日 3月12日 11月27日 11月27日 11月27日 2月25日・26日

学部 学　科　名 入学定員 募　集　人　員

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科 57人 38人 16人

募集
しない

3人 ※ ※ ※

応 用 生 物 科 学 科 71人 47人 20人 4人 ※ ※ ※

環 境 資 源 科 学 科 61人 41人 17人 3人 ※ ※ ※

地域生態システム学科 76人 50人 22人 4人 ※ ※ ※

獣 医 学 科 35人 25人 8人 2人 ※ 募集
しない ※

学 部 計 300人 201人 83人 16人

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科 77人 48人 24人 募集
しない 5人 ※

募集
しない

※

応 用 分 子 化 学 科 46人 28人 12人 募集
しない 6人 ※ ※

有 機 材 料 化 学 科 41人 25人 10人 5人 1人 ※ ※

化学システム工学科 35人 20人 10人 3人 2人 ※ ※

機械システム工学科 116人 80人 31人 募集
しない 5人 ※ ※

物理システム工学科 56人 36人 13人 2人 5人 ※ ※

電 気 電 子 工 学 科 88人 54人 24人 募集
しない 10人 ※ ※

情 報 工 学 科 62人 40人 16人 募集
しない 6人 ※ ※

学 部 計 521人 331人 140人 10人 40人

合　　計 821人 532人 223人 10人 56人

備考　① ※印の募集人員は若干名です。
　　　② 前期日程の募集人員には、帰国子女および社会人特別選抜の若干名を含みます。
　　　③ 推薦入学Ⅰ、Ⅱの合格者が、募集人員に満たなかった場合は、その欠員分は前期日程の募集人員に加えます。
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平成20年度入学試験概要

❷ 試験科目・配点・時間等
　 （一般選抜）

学部
大　学　入　試　セ　ン　タ　ー　試　験

教　　科 科　　　目 配　　点

農　
　

学　
　

部

全学科5教科7科目

国　　　語 国語 200

地歴・公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数　　　学 数Ⅰ・数Aと「数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目」計2科目 200

理　　　科 物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰ、地学Ⅰから2科目 200

外　国　語 英（リスニングを含む）、独、仏、中、韓から1科目 200

工　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　

部

全学科5教科7科目

国　　　語 国語 200

地歴・公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数　　　学 数Ⅰ・数Aと「数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目」計2科目 200

外　国　語 英（リスニングを含む）、独、仏、中、韓から1科目 200

理　　　科

200

・「外国語」において「英語」を選択した場合は、筆記試験を160点、リスニングテストを40点とします。

学　　科 科　　目

生 命 工 学 科 物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰから2科目

応 用 分 子 化 学 科

物理Ⅰ、化学Ⅰの2科目有 機 材 料 化 学 科

化学システム工学科

機械システム工学科

物理Ⅰと「化学Ⅰ、生物Ⅰから1科目」計2科目
物理システム工学科

電 気 電 子 工 学 科

情 報 工 学 科
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日程
個　別　学　力　検　査

総　合　計　点
教　　科 科　　　目 時間 配点

前
期
日
程

数　　　　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学C 120分 200

1,500理　　　　科 物理、化学、生物から1科目 120分 200

外　  国　  語
（英語）

英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 60分 200

後
期
日
程

外　  国　  語
（英語）
または

小　  論　  文

英語　英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
　　　オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ
小論文（自然科学（理科）に関する題目について論述）

100分 400 1,300

前　
　

期　
　

日　
　

程

数　　　　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B、数学C 120分 400

1,900

理　　　　科
または

情　　　　報
120分 400

外　  国  　語
（英語）

英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 60分 200

後　
　

期　
　

日　
　

程

外　  国　  語
（英語）

英語Ⅰ、英語Ⅱ、リーディング、ライティング、
オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ 100分 400

1,900

物理・数学
または

化学・数学

物理・数学
化学・数学 150分 600

学　　科 科　　　目
生 命 工 学 科 物理、化学、生物から1科目
応 用 分 子 化 学 科

物理、化学から1科目有 機 材 料 化 学 科
化学システム工学科
機械システム工学科

物理を指定物理システム工学科
電 気 電 子 工 学 科
情 報 工 学 科 理科（物理）または情報から1教科

学　　科 科　　　目
生 命 工 学 科

物理・数学、化学・数学から1科目
応 用 分 子 化 学 科
有 機 材 料 化 学 科
化学システム工学科
機械システム工学科

物理・数学を指定
物理システム工学科
電 気 電 子 工 学 科
情 報 工 学 科
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平成20年度入学試験概要

（特別選抜）
■ 推薦入学Ⅰ

学部 学　　科 出　願　資　格　等

工　
　

学　
　

部

有 機 材 料 化 学 科

化 学 シ ス テ ム 工 学 科

物 理 シ ス テ ム 工 学 科

（1）次のいずれかに該当し、学校長より推薦された者
　① 高等学校または中等教育学校を平成20年3月卒業見込みの者
　② 学校教育法施行規則第61条の2第3項等の規定により､ 平成19年度の学年の途中または学期の

区分に従い高等学校または中等教育学校の卒業を認められた者
　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成20年3月修了見込みの者
（2）学習成績が優秀な者
（3）志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（4）合格した場合には､ 必ず入学することを確約できる者

■ 推薦入学Ⅱ
学部 学　　科 出　願　資　格　等

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科

応 用 生 物 科 学 科

環 境 資 源 科 学 科

地域生態システム学科

獣 医 学 科

（1）次のいずれかに該当し､ 学校長より推薦された者
　① 高等学校または中等教育学校を平成年20年3月卒業見込みの者
　② 学校教育法施行規則第61条の2第3項等の規定により､ 平成19年度の学年の途中または学期の

区分に従い高等学校または中等教育学校の卒業を認められた者
　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成20年3月修了見込みの者
（2）学業 ･人物ともに優れ､ 志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（3）平成20年度大学入試センター試験で、当該学部が指定する教科 ･科目を受験する者
（4）合格した場合には､ 必ず入学することを確約できる者

工　
　

学　
　

部

生 命 工 学 科

応 用 分 子 化 学 科

有 機 材 料 化 学 科

化 学 シ ス テ ム 工 学 科

機 械 シ ス テ ム 工 学 科

物 理 シ ス テ ム 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

情 報 工 学 科

（1）次のいずれかに該当し､ 学校長より推薦された者
　① 高等学校または中等教育学校を平成19年3月から平成20年3月までに卒業または卒業見込みの

者
　② 学校教育法施行規則第61条の2第3項等の規定により､ 平成18年度または平成19年度の学年の

途中または学期の区分に従い高等学校または中等教育学校の卒業を認められた者
　③ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または相当する課程を有するものとして認定また

は指定した在外教育施設の当該課程を平成19年3月に修了した者または平成20年3月修了見込
みの者

（2）学業・人物ともに優れ､ 志望学科に関連する分野における学習に強い意欲を有する者
（3）平成20年度大学入試センター試験で、当該学部・学科が指定する教科・科目を受験する者
（4）合格した場合には､ 必ず入学することを確約できる者
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選　　抜　　方　　法

大学入試センター試験、個別学力検査を免除し、書類選考および最終選考を行います。

●書類選考
　　推薦書、志望理由書、調査書により行います。
●最終選考
　　書類選考に合格した者に対して小論文・面接を行います。

選　　抜　　方　　法
●大学入試センター試験の成績、推薦書、志望理由書、調査書で総合評価します。
　全学科5教科7科目

学　科　名 大学入試センター試験で受験を課する教科・科目名 配　　　点

全 学 科

国 語 国語 100

合計700

地歴・公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数 学 数Ⅰ・数Aの1科目
数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目 計2科目 200

理 科 物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰ、地学Ⅰから2科目 200
外 国 語 英（リスニングを含む）、独、仏、中、韓から1科目 100

●大学入試センター試験の成績、推薦書、志望理由書、調査書で総合評価します。
　全学科5教科7科目

学　科　名 大学入試センター試験で受験を課する教科・科目名 配　　　点

全 学 科

国 語 国語 200

合計900

地歴・公民 世A、世B、日A、日B、地理A、地理B、現社、倫、政経から1科目 100

数 学 数Ⅰ・数Aの1科目
数Ⅱ・数B、工、簿、情報から1科目 計2科目 200

生 命 工 学 科

理 科

物理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰから2科目

200

応用分子化学科
有機材料化学科
化学システム工学科

物理Ⅰ、化学Ⅰの2科目

機械システム工学科
物理システム工学科
電気電子工学科
情 報 工 学 科

物理Ⅰの1科目
化学Ⅰ、生物Ⅰから1科目 計2科目

全 学 科 外 国 語 英（リスニングを含む）、独、仏、中、韓から1科目 200
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■ 帰国子女特別選抜

学部 学　　科 出　願　資　格　等
農
学
部

全 学 科 日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者で、保護者の海外勤務等の事情により海外

に在住し、外国の学校教育を受けた者（保護者が先に帰国した場合は、その後の滞在が1年未満）で

出願資格を満たす者が対象となります。

出願資格等の詳細は、特別選抜学生募集要項で確認してください。

工
学
部

全 学 科

■ 社会人特別選抜

学部 学　　科 出　願　資　格　等

農　
　

学　
　

部

生 物 生 産 学 科
応 用 生 物 科 学 科
環 境 資 源 科 学 科
地域生態システム学科

平成20年3月31日までに満23歳に達し、社会人としての経験を通算5年以上（満5年を含む。）有する
者で次の出願資格のいずれかを満たす者が対象となります。出願資格等の詳細は､ 特別選抜募集要
項で確認してください。
① 高等学校または中等教育学校を卒業した者または平成20年3月卒業見込みの者
② 通常の課程による12年の学校教育を修了した者
③ 学校教育法施行規則第69条の規定により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め
られる者

■ 私費外国人留学生特別選抜

学部 学　　科 出　願　資　格　等

農　

学　

部

全 学 科

次のすべてに該当する者を対象にしていますが、詳細は、特別選抜学生募集要項で確認してください。

① 日本国籍を有しない者（日本国永住許可を得ている者は除く。）

② 入学に支障のない在留資格を有する者

③ 平成19年度日本留学試験を受験した者

④ 英語検定試験

　 農学部：次の英語検定試験のいずれかの基準を満たしている者

　 　　　　TOEFL　470点以上（Paper-Based）、150点以上（Computer-Based）、

　 　　　　         　 52点以上（Internet-Based）

　 　　　　TOEIC　500点以上

　 工学部：TOEFLまたはTOEICを受験した者

⑤ 外国で12年の学校教育の課程を修了または修了見込みの者

工　

学　

部

全 学 科
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選　抜　方　法

大学入試センター試験を免除し、基礎学力テスト、小論文、面接、成績証明書等を総合して行います。

大学入試センター試験を免除し、小論文、面接、志望理由書、成績証明書等を総合して行います。
面接においては、口述による簡単な基礎学力テストを行います。なお、生命工学科、電気電子工学科、情報工学科は小論文試験を行いま
せん。

選　抜　方　法

大学入試センター試験を免除し、基礎学力テスト、小論文、面接、志望理由書、調査書等を総合して行います。

選　抜　方　法

大学入試センター試験を免除し、本学が実施する学力検査、面接試験の成績および日本留学試験の成績、成績証明書等を総合して行いま
す。
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平成20年度入学試験結果

学部 学　　　　科
入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 志願倍率

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

農　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 物 生 産 学 科 57 57 57 252 302 385 170 209 289 69 73 66 62 67 60 4.4 5.3 6.8

応用生物科学科 71 71 71 495 406 501 379 298 384 88 94 95 72 82 80 7.0 5.7 7.1

環境資源科学科 61 61 61 289 302 343 211 209 260 80 79 79 74 70 74 4.7 5.0 5.6

地域生態システム学科 76 76 76 336 444 446 245 333 336 95 95 101 91 81 93 4.4 5.8 5.9

獣 医 学 科 35 35 35 469 502 487 405 438 423 40 40 39 40 38 39 13.4 14.3 13.9

学 部 計 300 300 300 1,841 1,956 2,162 1,410 1,487 1,692 372 381 380 339 338 346 6.1 6.5 7.2

工　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 命 工 学 科 77 77 77 737 544 606 574 392 457 98 94 93 80 80 80 9.6 7.1 7.9

応用分子化学科 46 46 46 210 222 237 140 157 177 62 55 58 50 53 51 4.6 4.8 5.2

有機材料化学科 41 41 41 196 173 250 157 128 178 54 49 49 49 45 44 4.8 4.2 6.1

化学システム工学科 35 35 35 206 149 167 151 105 134 43 44 40 40 38 36 5.9 4.3 4.8

機械システム工学科 116 116 116 683 655 679 529 473 490 136 135 134 124 120 117 5.9 5.6 5.9

物理システム工学科 56 56 56 177 216 225 126 163 169 71 68 70 61 61 63 3.2 3.9 4.0

電気電子工学科 88 88 88 322 326 319 233 230 228 104 103 99 94 97 88 3.7 3.7 3.6

情 報 工 学 科 62 62 62 263 233 317 210 169 229 74 76 72 70 69 66 4.2 3.8 5.1

学 部 計 521 521 521 2,794 2,518 2,800 2,120 1,817 2,062 642 624 615 568 563 545 5.4 4.8 5.4

合　　計 821 821 821 4,635 4,474 4,962 3,530 3,304 3,754 1,014 1,005 995 907 901 891 5.6 5.4 6.0

志願者数
入学定員

❶ 志願者数・受験者数・合格者数・入学者数等（学部・学科別）（18･19･20年度）
（総　表）	 外国人留学生は除きます。



�

学部 学　　　　科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

農　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 物 生 産 学 科
前 期 38 38 38 101 124 169 88 109 160 42 46 45 38 43 42
後 期 16 16 16 132 135 180 63 57 93 18 18 16 15 15 13
合 計 54 54 54 233 259 349 151 166 253 60 64 61 53 58 55

応 用生物科学科
前 期 47 47 47 207 171 229 190 150 208 53 57 59 46 50 50
後 期 20 20 20 223 188 211 124 101 115 22 27 27 13 22 21
合 計 67 67 67 430 359 440 314 251 323 75 84 86 59 72 71

環 境資源科学科
前 期 41 41 41 140 116 152 123 104 138 49 51 48 45 49 45
後 期 17 17 17 114 152 137 53 71 68 17 17 19 15 10 17
合 計 58 58 58 254 268 289 176 175 206 66 68 67 60 59 62

地域生態システム学科
前 期 50 50 50 134 185 201 117 174 180 58 61 69 55 54 64
後 期 22 22 22 156 208 183 83 108 94 23 26 22 22 19 19
合 計 72 72 72 290 393 384 200 282 274 81 87 91 77 73 83

獣 医 学 科
前 期 25 25 25 243 253 251 226 233 234 29 25 25 29 24 25
後 期 8 8 8 183 202 182 136 158 135 8 9 8 8 8 8
合 計 33 33 33 426 455 433 362 391 369 37 34 33 37 32 33

学　　 部　　 計
前 期 201 201 201 825 849 1,002 744 770 920 231 240 246 213 220 226
後 期 83 83 83 808 885 893 459 495 505 88 97 92 73 74 78
合 計 284 284 284 1,633 1,734 1,895 1,203 1,265 1,425 319 337 338 286 294 304

工　
　
　
　

学　
　
　
　

部

生 命 工 学 科
前 期 48 48 48 349 245 292 326 223 276 58 60 56 48 54 49
後 期 24 24 24 337 260 274 197 130 141 35 28 31 27 21 25
合 計 72 72 72 686 505 566 523 353 417 93 88 87 75 75 74

応 用分子化学科
前 期 28 28 28 86 98 101 75 84 89 44 36 33 37 35 29
後 期 12 12 12 115 109 114 56 58 66 12 12 18 7 11 15
合 計 40 40 40 201 207 215 131 142 155 56 48 51 44 46 44

有 機材料化学科
前 期 25 25 25 89 82 85 80 74 78 31 26 28 28 24 26
後 期 10 10 10 82 60 146 53 23 81 10 10 11 8 8 8
合 計 35 35 35 171 142 231 133 97 159 41 36 39 36 32 34

化学システム工学科
前 期 20 20 20 72 65 73 67 57 70 25 25 23 22 21 21
後 期 10 10 10 107 68 71 57 32 41 11 14 11 11 12 9
合 計 30 30 30 179 133 144 124 89 111 36 39 34 33 33 30

機械システム工学科
前 期 80 80 80 358 285 283 329 263 267 86 80 80 77 74 75
後 期 31 31 31 281 323 358 156 163 185 35 45 45 33 37 34
合 計 111 111 111 639 608 641 485 426 452 121 125 125 110 111 109

物理システム工学科
前 期 36 36 36 83 113 116 73 106 108 49 44 46 43 40 40
後 期 13 13 13 82 89 99 41 43 51 13 18 18 10 15 17
合 計 49 49 49 165 202 215 114 149 159 62 62 64 53 55 57

電 気電子工学科
前 期 57 54 54 163 154 161 146 134 143 74 65 61 68 61 58
後 期 19 24 24 136 138 138 66 62 65 19 24 25 15 22 18
合 計 76 78 78 299 292 299 212 196 208 93 89 86 83 83 76

情 報 工 学 科
前 期 37 40 40 141 118 146 132 105 131 47 40 42 44 35 40
後 期 15 16 16 98 92 140 54 41 67 18 25 16 17 24 13
合 計 52 56 56 239 210 286 186 146 198 65 65 58 61 59 53

学　　 部　　 計
前 期 331 331 331 1,341 1,160 1,257 1,228 1,046 1,162 414 376 369 367 344 338
後 期 134 140 140 1,238 1,139 1,340 680 552 697 153 176 175 128 150 139
合 計 465 471 471 2,579 2,299 2,597 1,908 1,598 1,859 567 552 544 495 494 477

（一般選抜）
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平成20年度入学試験結果

（特別選抜）

選抜区分 学部 学　　　　科
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20

推
薦
入
学
Ⅰ

工　

学　

部

有 機 材 料 化 学 科 5 5 5 15 20 8 14 20 8 7 9 5 7 9 5
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 3 3 3 15 9 8 15 9 8 4 3 3 4 3 3
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 2 2 2 5 4 3 5 4 3 5 3 2 5 3 2
電 気 電 子 工 学 科 5 8 6 1 1
情 報 工 学 科 5 6 6 4 4
学 部 計 20 10 10 49 33 19 46 33 19 21 15 10 21 15 10

推　

薦　

入　

学　

Ⅱ

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 3 3 3 18 41 34 18 41 34 9 9 5 9 9 5
応 用 生 物 科 学 科 4 4 4 62 46 60 62 46 60 11 10 9 11 10 9
環 境 資 源 科 学 科 3 3 3 33 34 53 33 34 53 12 11 11 12 11 11
地 域 生 態 システム学科 4 4 4 43 50 62 43 50 62 14 8 10 14 8 10
獣 医 学 科 2 2 2 42 41 52 42 41 52 2 4 5 2 4 5
学 部 計 16 16 16 198 212 261 198 212 261 48 42 40 48 42 40

工　

学　

部

生 命 工 学 科 5 5 5 51 36 37 51 36 37 5 5 5 5 5 5
応 用 分 子 化 学 科 6 6 6 9 15 21 9 15 21 6 7 7 6 7 7
有 機 材 料 化 学 科 1 1 1 9 11 11 9 11 11 6 4 5 6 4 5
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 2 2 2 11 5 13 11 5 13 2 2 2 2 2 2
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 5 5 5 38 42 35 38 42 35 12 9 8 12 9 8
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 5 5 5 6 10 7 6 10 7 3 3 4 3 3 4
電 気 電 子 工 学 科 7 10 10 13 31 19 13 31 19 9 12 12 9 12 12
情 報 工 学 科 5 6 6 16 22 28 16 22 28 5 10 11 5 10 11
学 部 計 36 40 40 153 172 171 153 172 171 48 52 54 48 52 54

帰　

国　

子　

女

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
応 用 生 物 科 学 科 2 0 1 2 0 1 1 0 0 1 0 0
環 境 資 源 科 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
地 域 生 態 システム学科 2 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0
獣 医 学 科 1 6 2 1 6 2 1 2 1 1 2 1
学 部 計 5 9 3 5 9 3 2 2 1 2 2 1

工　

学　

部

生 命 工 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

0 3 3 0 3 3 0 1 1 0 0 1
応 用 分 子 化 学 科 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
有 機 材 料 化 学 科 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 1 2 2 1 2 2 1 0 1 1 0 1
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 6 5 3 6 5 3 3 1 1 2 0 0
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
電 気 電 子 工 学 科 2 3 1 2 3 1 1 2 1 1 2 0
情 報 工 学 科 2 1 3 2 1 3 0 1 3 0 0 2
学 部 計 13 14 13 13 14 13 6 5 7 4 2 4

社　

会　

人

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科
各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

1 0 2 1 0 2 0 0 0 0 0 0
応 用 生 物 科 学 科 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0
環 境 資 源 科 学 科 2 0 1 2 0 1 2 0 1 2 0 1
地 域 生 態 システム学科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学 部 計 5 1 3 4 1 3 3 0 1 3 0 1

私　

費　

外　

国　

人　

留　

学　

生

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
応 用 生 物 科 学 科 0 2 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0
環 境 資 源 科 学 科 0 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0
地 域 生 態 システム学科 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0
獣 医 学 科 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
学 部 計 1 4 4 1 4 3 0 2 0 0 2 0

工　

学　

部

生 命 工 学 科

各学科
若干名

各学科
若干名

各学科
若干名

6 4 5 6 4 5 1 0 0 0 0 0
応 用 分 子 化 学 科 2 1 2 2 1 1 0 0 1 0 0 1
有 機 材 料 化 学 科 2 1 3 1 1 3 0 0 0 0 0 0
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 3 1 6 3 1 5 0 1 2 0 1 2
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 3 2 5 3 2 5 1 0 2 1 0 1
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0
電 気 電 子 工 学 科 4 4 7 3 4 6 0 2 1 0 2 1
情 報 工 学 科 6 2 5 5 2 5 1 0 2 1 0 2
学 部 計 27 15 33 24 15 30 4 3 8 3 3 7
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❷ 合格最高・最低・平均点（科目別・第1志望合格者）
（一般選抜・個別学力検査）	

日程 学部 学　　　科
数　　学 理　　科 英　　語

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

前　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 196 100 156.4 180 116.1 151.3 176 92 129.5
応 用 生 物 科 学 科 198 75 148.7 200 130.9 154.6 180 98 134.4
環 境 資 源 科 学 科 200 90 158.5 190 112.9 154.9 156 90 129.3
地域生態システム学科 198 90 153.6 191 115.5 157.1 176 92 133.5
獣 医 学 科 200 160 188.0 200 147 173.0 184 124 151.0
学 部 計 200 75 157.8 200 112.9 156.7 184 90 134.0

工　

学　

部

生 命 工 学 科 400 230 342.6 388 231 315.2 160 80 127.1
応 用 分 子 化 学 科 396 210 309.0 400 262.5 311.0 152 86 121.7
有 機 材 料 化 学 科 396 236 330.0 360 252 308.2 160 78 119.3
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 390 230 312.6 390 230.1 296.7 148 70 117.7
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 396 230 326.0 400 214 324.4 164 66 114.3
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 396 180 300.5 400 180 326.9 154 62 110.2
電 気 電 子 工 学 科 386 200 312.7 390 204 312.4 154 70 112.2
情 報 工 学 科 396 170 309.4 380 248 321.1 152 70 109.3
学 部 計 400 170 320.5 400 180 317.2 164 62 116.2

日程 学部 学　　　科
英　　語 小 論 文 物理・数学、化学・数学

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

後　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 362 294 332.0 354 310 332.0
応 用 生 物 科 学 科 376 302 338.0 352 272 312.0
環 境 資 源 科 学 科 366 290 328.0 316 300 308.0
地域生態システム学科 386 266 337.5 322 298 310.0
獣 医 学 科 382 340 356.3 350 318 334.0
学 部 計 386 266 336.1 354 272 319.2

工　

学　

部

生 命 工 学 科 374 232 315.8 574 350 475.1
応 用 分 子 化 学 科 364 266 315.0 532.5 392 456.2
有 機 材 料 化 学 科 332 232 288.4 538 408 478.2
化 学 シ ス テ ム 工 学 科 286 232 265.6 492 428 454.4
機 械 シ ス テ ム 工 学 科 354 238 302.8 590.4 405.3 483.5
物 理 シ ス テ ム 工 学 科 338 270 303.1 530.5 373.7 439.2
電 気 電 子 工 学 科 356 196 273.0 600 399.4 510.1
情 報 工 学 科 338 228 288.3 549.9 381.6 470.6
学 部 計 374 196 300.6 600 350 475.2
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平成20年度入学試験結果

（一般選抜・大学入試センター試験）	

日程 学部 学　　　科
国語 地歴公民 数学① 数学② 理科 外国語

最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均 最高 最低 平均

前　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 188 115 155.4 94 56 79.7 100 62 89.0 89 48 70.0 97 45 82.0 200 128 164.1

応 用生物科学科 188 117 156.1 98 65 80.3 100 68 89.0 95 52 73.4 100 56 85.2 200 139.2 171.9

環 境資源科学科 192 105 154.0 97 45 79.2 100 65 86.6 92 48 73.5 100 63 83.5 190.4 123.2 165.5

地域生態システム学科 193 90 151.5 92 46 77.8 100 62 88.8 95 43 69.9 100 58 82.5 188.8 121.6 167.1

獣 医 学 科 190 129 161.9 95 59 84.2 100 88 97.1 97 61 84.8 100 77 92.7 200 163.2 183.5

学 部 計 193 90 155.1 98 45 79.8 100 62 89.4 97 43 73.2 100 45 84.4 200 121.6 169.1

工　

学　

部

生 命 工 学 科 182 79 140.9 90 49 72.6 100 57 88.2 92 44 71.7 100 59 82.7 187.2 118.4 156.9

応 用分子化学科 180 110 142.1 88 47 71.1 98 57 82.7 81 48 68.3 100 65 80.7 174.4 131.2 153.1

有 機材料化学科 177 93 136.1 100 52 75.2 98 60 79.0 85 54 69.2 100 61 81.7 180.8 116.8 149.2

化学システム工学科 196 94 147.7 89 62 74.8 97 55 82.5 87 44 64.8 98 56 78.0 177.6 99.2 149.6

機械システム工学科 171 95 136.2 98 50 72.9 100 51 86.3 94 47 68.6 100 41 80.2 187.2 108.8 152.5

物理システム工学科 184 86 136.7 90 51 72.4 98 53 80.0 89 37 64.0 96 48 76.1 179.2 97.6 146.8

電 気電子工学科 184 77 132.7 89 48 71.6 100 31 83.0 89 50 66.8 96 32 76.0 185.6 100.8 150.9

情 報 工 学 科 181 62 138.2 94 57 74.2 100 58 86.5 94 49 67.1 100 44 77.1 177.6 105.6 150.6

学 部 計 196 62 137.9 100 47 72.9 100 31 84.6 94 37 68.0 100 32 79.2 187.2 97.6 151.9

後　
　

期　
　

日　
　

程

農　

学　

部

生 物 生 産 学 科 184 128 160.3 90 60 80.0 100 64 86.9 85 44 71.6 96 61 80.0 193.6 137.6 169.1

応 用生物科学科 195 124 167.2 95 66 82.1 100 49 89.0 98 46 74.2 100 72 86.6 193.6 147.2 180.6

環 境資源科学科 186 134 160.5 94 62 79.8 100 72 90.7 95 56 78.0 95 64 82.1 184 145.6 169.6

地域生態システム学科 192 140 165.4 94 53 82.4 100 73 88.3 91 42 67.3 100 61 84.5 193.6 163.2 180.9

獣 医 学 科 184 151 171.1 89 74 79.9 100 86 95.4 97 66 84.3 100 86 91.8 196.8 168 182.4

学 部 計 195 124 164.5 95 53 81.1 100 49 89.4 98 42 73.8 100 61 84.5 196.8 137.6 176.6

工　

学　

部

生 命 工 学 科 189 125 161.0 91 41 77.7 100 71 89.7 96 45 75.9 100 61 85.9 195.2 145.6 170.3

応 用分子化学科 176 113 147.9 98 64 79.3 100 74 89.4 97 57 72.9 97 73 84.0 188.8 145.6 171.5

有 機材料化学科 187 125 152.0 94 66 79.5 97 72 87.4 89 57 70.6 100 68 84.9 166.4 124.8 148.3

化学システム工学科 169 118 150.4 87 62 74.4 100 58 85.8 89 40 73.0 96 66 83.1 185.6 156.8 167.7

機械システム工学科 184 108 150.7 97 60 76.9 100 49 85.1 88 54 72.6 98 53 81.9 190.4 118.4 162.9

物理システム工学科 175 97 139.6 85 51 68.3 95 72 86.6 91 54 70.9 95 60 79.7 174.4 132.8 156.1

電 気電子工学科 190 108 141.1 88 64 77.1 97 56 84.5 78 58 66.7 96 65 81.6 180.8 131.2 158.1

情 報 工 学 科 164 125 145.6 89 51 71.8 100 73 91.2 90 54 73.4 100 64 81.8 184 128 160.8

学 部 計 190 97 150.6 98 41 76.4 100 49 87.5 97 40 72.7 100 53 83.1 195.2 118.4 163.6
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25.7％

❸ 志願者・合格者の男女比（％）［総表］（外国人留学生は除きます。）

●農　学　部 ●工　学　部

❹ 志願者・合格者の現浪比（％）［総表］（外国人留学生は除きます。）

●農　学　部 ●工　学　部

志願者

合格者

53.5％

57.4％

1,156人

218人

46.5％

42.6％

1,006人

162人

志願者

合格者

47.6％

69.2％

232人

27人

52.4％

25.0％30.8％

255人

12人

志願者

合格者

48.2％

53.5％

215人

54人

51.8％

46.5％

231人

47人

志願者

合格者

62.7％

62.0％

215人

49人

37.3％

38.0％

128人

30人

志願者

合格者

54.1％

56.8％

271人

54人

45.9％45.9％

43.2％

230人

41人

志願者

合格者

57.9％

51.5％

223人

34人

42.1％

48.5％

162人

32人

女男

81.2％

81.6％

2,274人

502人

83.3％

86.1％

264人

62人

95.9％

90.9％

306人

90人

85.8％

92.9％

193人

65人

91.3％

94.0％

620人

126人

67.7％

52.5％

113人

21人

32.3％

47.5％

54人

19人

74.4％

65.3％

186人

32人

78.1％

81.0％

185人

47人

67.2％

63.4％

407人

59人

32.8％ 199人

女男

36.6％ 34人

21.9％ 52人

19.0％ 11人

25.6％ 64人

34.7％ 17人

8.7％ 59人

6.0％ 8人

14.2％ 32人

7.1％ 5人

4.1％ 13人

9.1％ 9.1％ 9人

16.7％ 53人

13.9％ 10人

18.8％ 526人

18.4％ 113人

志願者

合格者

72.2％

68.4％

1,560人

260人

29.9％27.8％

31.6％

38.0％

56.4％

31.6％

602人

120人

志願者

合格者

62.0％

43.6％

302人

17人17人

38.0％

56.4％

185人

22人

志願者

合格者

78.5％

74.3％

350人

75人

21.521.5％21.5％

25.7％

96人

26人

志願者

合格者

76.4％

72.2％

262人

57人

23.623.6％

27.8％27.8％

81人

22人

志願者

合格者

75.6％

70.5％

379人379人

67人

27.6％24.4％

29.5％29.5％

122人

28人

志願者

合格者

69.4％

66.7％

267人

44人

30.630.6％

33.3％33.3％

118人

22人

浪人現役

学 部 計
志願者

合格者

68.9％

70.4％

1,930人

433人

31.1％

29.6％

870人

182人

情 報 工 学 科
志願者

合格者

68.1％

62.5％

216人

45人

31.9％

37.5％

101人

27人

電 気 電 子 工 学 科
志願者

合格者

71.5％

76.8％

228人

76人

28.5％

23.2％

91人

23人

物理システム工学科
志願者

合格者

64.0％

64.3％

144人

45人

36.0％

35.7％

81人

25人

機械システム工学科
志願者

合格者

69.7％

72.4％

473人

97人

30.3％

27.6％

206人

37人

化学システム工学科
志願者

合格者

77.2％

82.5％

129人

33人

22.8％

17.5％

38人

7人

有 機 材 料 化 学 科
志願者

合格者

65.6％

75.5％

164人

37人

34.4％

24.5％

86人

12人

応 用 分 子 化 学 科
志願者

合格者

74.3％

67.2％

176人

39人

25.7％

32.8％

61人

19人

生 命 工 学 科
志願者

合格者

66.0％

65.6％

400人

61人

34.0％

34.4％

206人

32人

浪人現役

学 部 計

獣 医 学 科

地域生態システム学科

環 境 資 源 科 学 科

応 用 生 物 科 学 科

生 物 生 産 学 科

学 部 計

獣 医 学 科

地域生態システム学科

環 境 資 源 科 学 科

応 用 生 物 科 学 科

生 物 生 産 学 科

学 部 計

情 報 工 学 科

電 気 電 子 工 学 科

物理システム工学科

機械システム工学科

化学システム工学科

有 機 材 料 化 学 科

応 用 分 子 化 学 科

生 命 工 学 科

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者

志願者

合格者
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北海道

青森県

秋田県

岩手県

宮城県

山形県

福島県

新潟県

栃木県

茨城県

群馬県

埼玉県

千葉県東京都

長野県

山梨県

神奈川県

静岡県

愛知県

岐阜県

富山県

石川県

福井県

滋賀県

奈良県

三重県
和歌山県

京都府

大阪府

兵庫県
鳥取県

岡山県

島根県

広島県
山口県

香川県

徳島県

愛媛県

高知県

福岡県

大分県

宮崎県

佐賀県

熊本県

鹿児島県

長崎県

その他

沖縄県

上段：合格者数
下段：志願者数

❺ 志願者・合格者の都道府県別調べ［総表］
　（外国人留学生は除きます。）

33
8

21
4

19
5

32
9

64
13

44
11

45
11

91
19

86
17

31
7

17
3

23
6

55
11

17
1

31
5

42
10

25
6

15
3

10
1

70
16

21
4

47
9

9
2

29
9

48
9

7
2 11

4

23
7

30
5

14
4

15
3

56
13

22
7

34
7

12
2

17
4

35
7

16
4

46
16

106
21

80
25

119
21

530
98

302
58

672
125

148
37

1,717
321

25
5

平成20年度入学試験結果
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平成20年度入試の採点評価と合否判定等について
❶ 採点・評価のポイントと方法、合否判定について
　（一般選抜）

採点・評価のポイントと方法

大学入試センター試験の得点と個別学力試験の得点の総合点で評価します。
調査書は、志望学部・学科における能力・適性等を多角的に見るための参考資料とします。
その他の提出書類は評価として考慮しません。
なお、農学部後期日程における小論文については､理解､論理的思考､記述等に関する能力について評価します。

合否判定について

1）調査書の取扱いについて
　① 調査書について
　　 志望学部・学科における能力・適性等を多角的に見るための参考資料とします。
2）農学部
　① 第1志望者どうしあるいは第2志望者どうしの合否判定は、基本的には総合点の高い順から合格とします。
　② 前期日程の第2志望の合否判定の取扱いは、第1志望者を優先し、第1志望者の総合点に1.05の係数を乗じた数値と第2志

望者の総合点とを比較して判定します。
なお、生物生産学科および応用生物科学科は、第2志望として受け入れる人数に次の制限を設けています。
　生物生産学科：4人以下
　応用生物科学科：5人以下

　③ 同点者を合格者と不合格者に分けることは行いません。
3）工学部
　① 第1志望者と第2志望者を区別せずに、総合点の高い順に合格とします。ただし、第1志望学科と第2志望学科でともに合

格としうる受験者は、第1志望学科において合格とします。
　② 同点者を合格者と不合格者に分けることは行いません。

（特別選抜）
選抜種類 採点・評価のポイントと方法 合否判定について

農　
　

学　
　

部

推薦入学Ⅱ
大学入試センター試験の成績、推薦書および志望理由
書により評価します。調査書は、農学部の志望学科に
おける能力・適性等を多角的に見るための参考資料と
します。

推薦書および志望理由書により、農学部における適性お
よび学習意欲を量ります。適性と判断された者について、
大学入試センター試験の得点の高い順から合格者としま
す。

帰国子女 基礎学力テスト、小論文、面接、成績証明書等により
評価します。

基礎学力テスト、小論文、面接、成績証明書等について
5段階評価を行い、評価値の高い順から合格者とします。

社会人 基礎学力テスト、小論文、面接、志望理由書、調査書
等により評価します。

基礎学力テスト、小論文、面接、志望理由書、調査書等
について5段階評価を行い、評価値の高い順から合格者
とします。

私費外国人
留学生

学力検査、面接、日本留学試験の成績により評価します。
その他の提出書類は参考資料とします。

学力検査、面接、日本留学試験の成績について、各々を
ランク別に段階評価を行って選考します。

工　
　

学　
　

部

推薦入学Ｉ

推薦書および志望理由書による書類選考を行い､書類選
考を合格した者に対して小論文および面接による最終
選考により評価します。調査書は、工学部の志望学科
における能力・適性等を多角的に見るための参考資料
とします。

推薦書および志望理由書により、工学部における適性お
よび学習意欲を量ります。小論文および面接は点数化し、
その得点の高い順から合格者とします。

推薦入学Ⅱ
大学入試センター試験の成績、推薦書および志望理由
書により評価します。調査書は、工学部の志望学科に
おける能力・適性等を多角的に見るための参考資料と
します。

推薦書および志望理由書により、工学部における適性お
よび学習意欲を量ります。適性と判断された者について、
大学入試センター試験の得点の高い順から合格者としま
す。

帰国子女
小論文、面接および志望理由書により評価します。簡
単な基礎学力テストを行い､その結果および成績証明書
等を面接の参考資料とします。

志望理由書により、工学部における学習意欲を量ります。
小論文および面接は点数化し、その得点の高い順から合
格者とします。

私費外国人
留学生

学力検査、面接、日本留学試験の成績により評価します。
成績証明書は、工学部の志望学科における能力・適性
等を見るための参考資料とします。

学力検査、面接、日本留学試験の総合成績の高い順に合
格者とします。
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平成20年度入試の採点評価と合否判定等について

❷	各科目の評価方法・評価ポイント
　各科目の評価ポイントの1、2等は問題の設問番号に対応し
ています。

（一般選抜）
［前期日程］

数　　　学
評価方法
　高等学校で学習した数学の基本的内容を理解し十分な計算力
を身につけそれを応用できるかどうかを問う問題を出題しまし
た。評価にあたっては
　・基本的なことがらを理解しているか
　・基本的な計算能力が身についているか
　・基本を組み合わせて応用する能力があるか
　・論理的に表現する能力を身につけているか
を基本方針としました。とくに答えに至る過程が論理的かつ明
瞭に記述できているかどうかに重点をおいて評価しました。ま
た、論証や計算の方法が一通りでない設問もありますが、それ
らにも十分に配慮して評価しました。
評価ポイント
1 有理化、級数の和、部分積分および基本的な極限値の計算
ができるかや対数関数と指数関数の関係を理解しているか、
不等式の基本的な変形ができるかを評価しました。

2 正方行列でない行列の積を正しく計算できるか、連立一次
方程式が自明でない解を持つ条件および空間ベクトルにつ
いての幾何学的な条件を数式を用いて正しく表現できるか
を評価しました。

3 媒介変数を用いて表示された関数の微分と積分が計算でき
るか、三角関数を含む方程式が解けるか、三角関数につい
ての諸公式に置換積分法または部分積分法を組み合わせて
定積分を求めることができるかを評価しました。

4 指数関数を含む式の微分ができるか、導関数を用いて関数
の極小値や最小値を求めることができるか、さらに導関数
を利用してグラフの概形を描き、それを方程式の解の個数
を調べることに応用できるかを評価しました。

受験生へのメッセージ
　数学は自然科学を記述する言語であると言われますが、科学
技術系の大学である本学の入学者には数学の高い能力が要求さ
れます。評価方法にも書いたように論述を重視した採点を行っ
ていますが、論述式の数学の答案の作成では、概念・定義の正
しい理解の上に立つ正確な論理的思考を必要とします。必要な
ことがらが書かれていなかったり、曖昧な記述の答案は減点の
対象となります。単に正しい答えが得られれば良いのではなく、
論理的に欠陥のない過程を経て正しい答えを導いた者が高い得
点を得られます。普段から基本的な計算を間違いなく実行する
能力や、簡単な証明でも論理的に正しく表現する能力を養うよ
うに心がけてください。

物　　　理
評価方法
　力と運動、波、電磁気、熱とエネルギーといった物理の主要
4分野から1題ずつ出題しました。どの問題も、基本的な概念
や原理・法則について正しく理解し、式で的確に表現できるか
どうかが評価対象です。また、数式計算だけでなく、物理的な
現象についての定性的な考察を論理的に行い、明瞭に記述でき
るかどうかも重要な点です。
評価ポイント
1 前半では、斜め投射された小球の運動、また、後半では、
投射された小球と糸で吊り下げられた別の小球との弾性衝
突に関して、与えられた変数を含む式で運動軌跡を正しく
表現し、はねかえり係数、運動量保存の法則、力学的エネ
ルギー保存の法則を組み合わせて関係式を導出する能力を
評価しました。

2 2つの波源から水面上を伝播する波の干渉実験を題材に、
波の干渉と波源が観測者に近づいて来る場合のドップラー
効果という基礎的な事項を正しく理解できているか、また、
公式の暗記やその式変形が出来るだけでなく、式の中にあ
る実際の物理現象の具体的なイメージを意識することが出
来ているのかについて評価しました。

3 一様な磁場中で回転する長方形の一巻きの導体コイルを題
材に、電磁誘導の法則を理解しているかを問いました。そ
れを運動する荷電粒子に働くローレンツ力からも理解でき
るかをポイントとしました。さらに、物理的な現象につい
て定性的な考察と論理的な記述ができるかどうかを評価し
ました。

4 水熱量計を用いた比熱測定の実験を題材に、比熱と熱容量、
熱の移動と熱平衡の理解を問うものです。ジュール熱の定
義および熱量の保存則が理解できているか、また説明でき
るかを評価しました。

受験生へのメッセージ
　物理は、実験的観察から物理法則を論理的に導いたり、逆に
基本的な概念や法則から個々の自然現象の原理を説明したりす
る、大変基礎的な科目です。従って、単に公式を暗記して問題
に当てはめるという勉強の仕方でなく、着目している現象や作
用の中で、どのような物理法則がどのように関わっているのか
を理解し説明できるような勉強に努めてください。

化　　学
評価方法
　高校で学ぶ化学についての確実な知識を基にした総合的な理
解度を評価し、論理的考察力、計算力、科学的記述能力を重視
しました。本年度は選択問題を設けず、3で化学Ⅱの「生活と
物質」および「生命と物質」で共通してとりあげられている内
容を出題しました。
評価ポイント
1 物質を構成している原子、分子、イオンについて基礎的な
知識と計算力を問いました。〔5〕では、ただ分子間力と答
えるのではなく、他の結合に比べて結合が弱いと述べるこ
とで完全な解答としました。また、〔7〕では答えが間違っ
ていても、計算過程が正しい記述には部分点を与えました。

2 実験で観察される様々な変化の本質的な理解を問いました。
記述問題で「観察される変化の内容およびその変化が起こ
る理由」を問うたにもかかわらず、問題の趣旨を正しく理
解できていない答案が多かったことは残念です。問いの内
容が正確な化学の知識に基づいて論理的な文章で表現され
ているか評価しました。〔3〕の反応式はイオン反応式でも
正解としました。

3 生体を構成する重要な物質であるアミノ酸について、基本
的な知識および総合的な理解度、洞察力を問いました。〔3〕、
〔4〕では、電荷の状態をNH3+やCOO－と表記した場合でも
正解としました。〔6〕では設問の読解力が求められる問題
であり、答えが間違っていても計算過程が正しいものには
部分点を与えました。

4 アルコールおよびその酸化反応について設問し、分子式お
よび構造式の決定に関する習熟度を評価しました。アルコー
ルとエーテルの沸点の違いを問う説明問題では、水素結合
が分子間で働くことをポイントとして採点しました。

5 金属の酸化還元反応やイオン化傾向、メッキした金属材料
の性質を適切に理解できているかを問いました。〔5〕は電
解質または電離という語をキーワードに電気を通すことが
理解できているかを基準に採点しました。〔6〕は電極に用
いられた金属の選択が誤っていた場合でも、起こっている
化学反応を正しく理解して記述した場合には、部分点を与
えて採点しました。

受験生へのメッセージ
　化学は決して暗記やテクニックの学問ではありません。現象
の表面的な理解に留まらず、その背景にあるものを理解するよ
うに務めてください。また、化学に限ったことではありません
が、論理的な文章の読み書きは理系学生にとって不可欠な能力
の一つですので、しっかりと訓練しておいてください。

生　　　物
評価方法
　高校生物学の基本的部分と応用部分を結合して出題しまし
た。基本的分野は各大問とも選択や語句の挿入問題を配置しま
した。また、応用部分では生物現象や仕組みをよく理解し、生
物学的な論理を用い、展開とまとめができるかどうか記述する
ことで問いました。大問2の問2や大問5などがそれに当たりま
す。
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評価ポイント
1 植物の生殖細胞の形成や受精のメカニズムに関する基本的
内容を問うています。特に問3では花粉が受精を行う際に
雌側の花粉管伸長を誘導する細胞は何かを特定し、それを
証明するための実験的内容と方法を問いました。従来的な
生物的理解と近代生物学の進歩への関心が求められるとこ
ろです。

2 動物の神経系の構造や興奮の伝達など、神経系による情報
伝達の基本的な知識の理解度を評価しました。単に神経系
に関する基本的な用語を理解できているかのみでなく、刺
激を受け取り反応するまでの情報伝達の基本的な流れを理
解できているかを評価し、また、生体恒常性維持に対する
神経系の役割について、自律神経系とホルモンの協調の代
表的な例を問うてその理解度を見ました。

3 植物色素の合成発現の制御、特に花色発現にかかわる色素
の合成に関する遺伝の様式を主に問題としました。抑制遺
伝子（型）の遺伝現象や2因子型の遺伝支配の様式を理解
していれば、問題は単純で基本的です。

5 酵素系のアロステリック調節に関する基本的問題です。生
物学の代謝制御の基本である、基質－酵素－生成物のフィー
ドバック機構の例示が問題文から読み取れれば、ほとんど
自動的にわかるはずです。Ⅱ．では動物の色素合成の温度
感受性変異として知られているものを素材に、体の部位の
体色の違いと体の部位ごとの温度の違いによる酵素の変性
程度と活性変化に対する考察力を問いました。

受験生へのメッセージ
　以上のように、本学では生物と環境に関する幅広い分野を持
ち、すべての学生にそのもととなる生物学的素養（センス）が
求められます。また、関連分野では、基礎知識を生かし、生物
現象を解き明かし、新しい発見や展開が求められます。本学で
は伝統的に基礎的で応力のある人材を求めるためのこのような
問題となっています。
※生物の大問4は試験問題から除外したため掲載していません。

英　　　語
評価方法
　300-600語程度の科学技術系の話題を扱った文章を読んで答
える問題2つと、日常会話文を用いた問題1つからなっていま
す。全体としては、前後関係や指示関係を把握する読解力に加
えて、文脈対応の表現力も求めています。
評価ポイント
1 宇宙ならびに生物に関する進化論を扱ったものです。Wright
が書いた3冊の本に関して、筆者がどのような考えをもって
いるか読みとっていきます。

　 ［1］ 下線部が示している箇所を正しく探し出すことができ、
そして該当箇所を日本語で簡潔にまとめることができ
るか試しています。

　 ［2］ 本文で紹介されている3冊の本の内容を正しく理解し、
キーワードを正しく抜き出すことができるかを試して
います。

2 エタノール燃料に関する、社会的な問題を扱った文章です。
エタノール燃料のメリットとデメリットに関して多角的に
論じられています。

　 ［1］ 指示された箇所を訳します。文法的な事項を正しくお
さえて訳しているかをみています。

　 ［2］ 全文を読んだうえで、指示しているものを正しく本文
から抜き出すことができるかを試しています。

　 ［3］ 9つの選択肢の中から、本文に合致していないものを3
つ選びます。本文の内容を、数値なども含めて正しく
理解できているかをみています。

　 ［4］ 本文のタイトルとして最も適切なものを1つ選びます。
本文全体の主題を読み取ることができるかを試してい
ます。

3 医者と患者のやりとりを英語で表したものです。与えられ
た情報をもとに、指示された文字数の範囲内で、会話に則
した正しい英文を書けるかを試しています。

受験生へのメッセージ
　本学の試験では、入学後に求められるリテラシーのうちの
リーディング、ライティング、そしてグラマーの力を60分で
試しています。高校での3000語レベルを超える単語に注をつ
け、ややレベルの高い英語にも対応できるコミュニケーション
力を期待しています。

［後期日程］

英　　　語
評価方法
　600語程度の生命の誕生に関する文章と300語程度の心理学
の実験に関する文章、それに、500語程度のいじめに関する新
聞記事から構成されています。全体としては、論理的関係なら
びに指示関係の読み取り、そして、当該箇所の抜き出しや長め
の英作文など、多様な形式で総合的な英語力を試しています。
評価ポイント
1 地球上にいかにして生命が宿るようになったのかを、科学
理論とはいかなるものかということと絡めて、様々な観点
から論じています。

　 ［1］ 本文の構成を正しくつかみ、ポイントとなる箇所を見
つけることができるかを試しています。

　 ［2］ 比喩的な表現を理解し、その説明を段落内から見つけ
だしてまとめます。

　 ［3］ 代名詞が何を指しているのかを明確にした上で英文和
訳をします。

　 ［4］ なぜ下線部で示されたようなことが言えるのか、その
根拠が書かれているところを適切に抜き出す問題です。
本文全体を読み取る力を試しています。

2 ストループ効果を検証する、心理学の実験に関するもので
す。文字の認識と色の認識の相互作用について論じていま
す。

　 ［1］ 本文の内容と合うようにするにはどのように文を完成
したらよいかを問うています。本文の正確な理解を要
します。

　 ［2］ 空欄を埋めながら本文の主旨を完成します。文法にも
注意する必要があります。

3 新聞記事に掲載された、いじめに関する記事です。調査結
果などを正しく読み取りながらいじめについて考えていき
ます。

　 ［1］ 指示関係が正しく理解できるかどうか試しています。
　 ［2］ 下線部の具体的な内容を日本語で答えます。複文の正

しい理解が必要です。
　 ［3］ 本文の内容と合致しているものを7つの選択肢の中か

ら2つ選びます。年代や数量表現などの正確な把握を
要します。

　 ［4］ 与えられた日本語文を英語で要約し、次に、自分の意
見を英語で述べます。和文英訳にとどまらない主体的
な作文力と論理的表現力を試しています。

受験生へのメッセージ
　本学の試験では、入学後に求められるリテラシーのうちの
リーディング、ライティング、そしてグラマーの力を100分で
試しています。高校での3000語レベルを超える単語に注をつ
け、ややレベルの高い英語にも対応できるコミュニケーション
力を期待しています。

小　論　文（農学部）
評価方法
　本問題は、「地球規模での生物多様性が高いにもかかわらず、
破壊の危機に直面している地域」、すなわちホットスポットと、
「生態系における生物間、生物と環境との間の相互作用である
生態機能のうち、特に人類がその恩恵にあずかっているもの」、
すなわち生態系サービスという、二つの新しい概念を用いて、
生物多様性の保全と人間生活の関係を論じることを主題とす
る。
　各図表から、ホットスポットの多くが熱帯林地帯にあり、生
息地としての熱帯林の減少が生物多様性の喪失の危機に関係し
ていること、などを読み取る能力があるか、また、その原因と
なる社会的な要因について科学的根拠に基づき推測する能力が
あるか、さらに、生態系サービスとの関係から生物多様性を失
うことがどのように人間生活に影響するのかを論理的に説明す
る能力があるかを評価する。
　採点に当たっては、読図表能力、論理性、文章表現力、想像
力・独創性、表現上の正確さの5つの項目について評価し、そ
の総計を評点とする。



��

平成20年度入試の採点評価と合否判定等について

評価ポイント
1） 読図表能力
　 各図表から、次の事柄を読み取る能力を評価する。
 図1：ホットスポットとしては、熱帯林地帯、島嶼地域、沿

岸地域が多数を占める。
 表1：世界の森林面積の増減をみると、熱帯地域における天

然林（熱帯林）の減少が非常に大きい影響を与えてい
ること。

 図2：種の絶滅の要因としては、鳥類、哺乳類、両生類共に、
生息地の消失・劣化が非常に大きな位置を占めること。

 表2：生態系は、機能、資源、文化などの多岐にわたる多く
の恩恵を人類に与えていること。

 図3：栄養分の循環が、生態系サービスとしては圧倒的に貢
献度が大きいこと。

 図4：バイオーム別の生態系サービス貢献度では、沿岸地域
におけるものが大きく、次いで海洋、森林地域となっ
ていること。

2） 論理性
　 与えられた一つ一つの図表の意味を読み解き、これらを論
理的につなげて、生息地としての熱帯林の減少が生物多様
性の喪失の危機に大きく関係していること（問1）、ホット
スポットは森林と沿岸地域に多く分布し、それらは生態系
サービスの貢献度の高いバイオームであり、ホットスポッ
トが失われると、栄養分の循環を中心とした多くの生態系
サービスを失うこと（問2）が、論理的に説明されている
かを評価する。

3） 文章表現力
　 ①文章の構成力、②自分の意見の根拠が簡潔明りょうに表
現されているかを評価する。

4） 想像力・独創性
　 森林の商業伐採、その後の住民による農地開発などが生物
多様性の喪失の社会的要因であること（問1）、生物多様性
の喪失が、生態系サービスの減少を通じて、様々な形で人
間生活に影響すること（問2）を、与えられたデータ（図表）
やこれまでの知見に基づいて想像できる能力およびそれを
的確に表現できる能力を評価する。

5） 表現上の正確さ
　 誤字・脱字などの有無や、句読点・改行などの基本的な使
い方が習得されているかを評価する。

物理・数学（工学部）
評価方法
　基礎学力と論理的な思考能力が十分であるかを評価しまし
た。答えに至る過程を記述する問題では、思考過程も評価しま
した。従って、計算ミスをしても、思考過程が正しければ点数
をつけました。
評価ポイント
1 平面ベクトルと平面上の直線についての理解を問いました。
ベクトルの性質、内積の性質をきちんと理解しているかを
評価しました。

2 等速円運動する物体に働く力と物体の運動を正しく理解し
ているかをポイントとしました。また、水平投射された物
体の運動を正しく理解できているかについても評価しまし
た。

3 ドップラー効果と音のうなりに関する基本的な問題です。
〔1〕では、音源、観測者ともに移動する場合における観測
する音の周波数 f1'を証明する過程を記しました。記憶に頼
りがちな公式の背景について、（1）出題者の示した論理に
従って正しい式が導けるかどうか、（2）記号、添え字、符
号に誤りはないか、という点を中心に評価を行いました。
〔2〕は、〔1〕で得られた式を用いる計算問題です。（1）煩雑
な代数計算を正確に行えるか、（2）有効数字の概念を理解
しているかを中心に評価を行いました。

4 電磁誘導および磁界中の電流が受ける力に関する基本的理
解について評価する問題です。磁束密度が場所によって異
なるため、部分の起電力あるいは働く力を正確に計算し全
体の量を導出できるか、また、電気回路に置き換えたとき
キルヒホッフの法則を正しく適用できるかについても評価
しました。

5 導体における抵抗の直並列接続（合成抵抗）と、それを電
気回路へ応用した問題です。特に、設問の表現として、論
理的な考え方を意識させるように問題文を作成しました。
先ずはじめに導体の形状と抵抗の関係を問いました。次に、

導体の形状と電気回路中のコンデンサに蓄えられる電気量
との関係について正しく理解しているかを評価しました。

受験生へのメッセージ
　基礎力と論理的な思考をしっかり身につけてください。また、
長文であっても問題文の題意を正しく理解し、答えを導く過程
の記述も論理的に分かりやすく解答できるよう鍛錬してくださ
い。さらには、計算力も大切です。計算ミスをしないように緻
密に解く練習を十分行ってください。

化学・数学（工学部）
評価方法
　数学と化学について、基礎的な事項の理解とその応用能力が
十分であるか、化学実験と計算問題の意図を正確に把握し、そ
れに基づいて論理的に思考できる能力が十分であるかを評価す
るようにしました。従って、例えば、計算問題では答えを導く
過程を記述させることによって、論理的な思考を身につけてい
るかを評価しました。
評価ポイント
1 微積分についての基本事項を理解し、実際に計算する能力
を持っているかを確認することを評価の基本方針にしまし
た。また［3］では曲線の傾きが正接（tan）であることを
含め、いくつかの基本事項を融合して用いる能力を評価し
ました。

2 〔1〕、〔2〕では、化学平衡の基礎的な計算問題を出題しまし
た。〔1〕は、水のモル濃度の値を求める問題です。通常、「溶
質の濃度に対して “十分に大きい” ためにほぼ一定と考え
ることができる」とされる値です。実際に計算することで
水のモル濃度の概念を理解しているかを評価しました。〔2〕
は、弱塩基の電離平衡と溶質の添加による水の電離度の変
化に関する問題です。それぞれの電離定数を用い、溶液中
のイオン、分子の濃度を正しく記述できるか、適切な近似
を行えるかどうかを含め、化学平衡の計算法に関する理解
を評価しました。〔3〕は、混合気体の燃焼反応に関する問
題です。炭化水素の燃焼反応、混合気体に関する種々の法
則を正しく理解し、計算できるかを評価しました。

3 〔1〕は、化学反応の量的関係と質量保存の法則に関する問
題です。化学反応式を正しく記述できるか、文字式
Ｗ₁+w-W₂の意味を把握できるか、グラフが示すことを簡
潔な文で説明できるか、グラフから数値を読み取り有効数
字を考慮した計算の結果を示せるかを評価しました。〔2〕
は、電子配置が希ガス原子と同じイオンの半径が、族また
は周期の番号とともに変化する原因を問う問題です。電子
配置、電子殻といった基本的な概念や原子核と電子の間に
働く電気的な引力について理解しているかを評価しまし
た。〔3〕は、アルミニウム単体の構造と反応に関する問題で、
基礎的知識と計算能力を評価しました。特に、（3）は、不
動態という単語で説明を終わらせるのではなく、どんな反
応の結果であるかという記述を評価しました。

4 有機化合物の反応を、官能基に着目して理解することは大
変重要です。いくつかの反応について、反応の種類を分類
分けすることで、これらの事項を正しく理解しているかを
評価しました。また、化学実験に関する作図を通して、化
合物の様々な物性（状態、比重、溶解性、反応性など）を
正しく理解しているかを総合的に評価しました。

受験生へのメッセージ
　化学実験の意図を正しく把握し、実験結果を注意深く観察・
考察することによって、基礎的な事項の理解を深めること、必
要に応じて具体的な計算を通して化学の現象や原理を正確に理
解すること、そのための計算能力を身につけることに心がけて
ください。それによって、基礎的な事項を応用する力も自然に
身につくことと思います。

（特別選抜）
■私費外国人留学生特別選抜■

日　　本　　語
評価方法
　日本語の試験の目的は、大学で勉強していける日本語力があ
るかどうかをみることです。みなさんは、大学で日本語を使っ
て勉強します。教科書や参考書を読んだり、レポートを書いた
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りする力が必要です。そのため、入学試験では〈読解〉と〈作
文〉の能力を中心にみています。
　外国語の文章の中に知らない単語があるのはふつうです。で
すから、試験のときに辞書を使っていいことにしました。普通
と同じ状態で読んで、どのくらい理解できるかを試験していま
す。文法や文字・語彙（ごい）の知識を直接聞く問題はありま
せんが、文章を読むときや、文を書くときに、文法や文字・語
彙の知識が使えているかどうかを判断しています。また、文章
を理解して適切に要約できるかどうかをみています。
評価ポイント
1 文章を読んで内容を的確に把握し、要約する力を見ていま
す。1は語の用法の理解と作文力、2は指示関係の把握、3
は語の意味の理解、4は表現されていない含意の把握、5は
文章とあわせてグラフが読めるか、6は指示関係、7は内容
の理解、8は文章構造の把握、9は文章の内容の理解と作文
力を見ています。

2 文章を論理的に読み取る力を見ています。1は文の的確な
理解、2は文脈の理解、3は表現されていない含意の把握、
4は指示関係の理解、5、6、7は表現の理解、8は文脈から
論理的に情報を復元する、9は下線部の意味の理解を見て
います。

受験生へのメッセージ
　日本語はみなさんが大学で勉強するために絶対必要な道具で
す。大学ではほとんどの場合、講義も日本語で行われますし、
教科書も日本語で書かれています。もちろん試験やレポートも
日本語で書きます。これからの勉強のために、論理的な文章を
たくさん読んでまとめる練習をしてください。

面　　　接
（農　学　部）
評価方法
　面接は、1）勉学に関すること、2）生活と社会に関すること、
3）面接態度、4）学科による評価項目の4項目について、面接担
当者4～5名により、各受験生あたり15分～20分程度の質疑応
答を行い、各項目について10段階で評価しました。
評価ポイント
　志望動機、志望学科への適性、入学後の学習意欲、日本語の
表現力、思考力などを評価ポイントとしています。

（工　学　部）
評価方法
　工学部では各学科の選考方針にしたがい、口頭試問を実施し
ます。学科により異なりますが、面接室を1箇所から数箇所設
けて、複数の面接担当者により、多面的に質問し、その応答態
度・方法・内容を数値化して判定しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　  1）学科志望の動機とその分野への情熱
　  2）工学への適性とそれを裏付ける思考力
　  3）工学と社会の動向の関連に対する関心
　  4）自説の論理的な展開

■帰国子女・社会人特別選抜■

（農　学　部）
基礎学力テスト

評価方法
　基礎学力テストは、物理、化学、生物の合計点で評価しまし
た。出題の範囲は、化学、生物とも高校教科書Ⅰの範囲です。
試験時間は2科目で1時間15分と短いため、試験問題は基礎知
識があれば十分解答できる問題にし、応用問題は少なくしまし
た。問題は各科目とも高校教科書の異なる分野より出題して広
い知識を問いました。
評価ポイント
物理
1 物理学の基礎的な考え方の一つであるエネルギーについて
出題しました。位置エネルギー、運動エネルギー、力学的
エネルギー保存の法則、バネ弾性について理解されている

かを評価のポイントとしました。
2 物理学の波動に関する分野から定常波について出題しまし
た。定常波の周波数、固有振動数などの基本的性質につい
て理解されているか、身近な音の現象と音波の基本的な性
質の関係、共鳴、うなり等の現象について問い、正しく理
解できているかを評価のポイントとしました。

化学
　高等学校の「化学Ⅰ」に該当する程度の水準で、化学全般に
わたる基礎的知識を具えているか、物質の構成と化学的性質を
理解しているか、化学反応と化学に関する計算が修得されてい
るかに重点を置いて評価しました。各問題の採点評価のポイン
トを以下に示す。
1 物質の基礎としての原子についての理解を評価しました。
2 無機化合物の性質について、同族元素や両性元素の性質と
いう側面からの理解を評価しました。

3 燃料電池の両極における反応について、計算問題を含めて
正しく理解しているか評価しました。

4 有機化学の基本的な知識に基づいて、化学構造、化学反応
式および計算問題について正しい理解があるか評価しまし
た。

生物
1
　 ［1］ 浸透圧の変化が細胞に及ぼす影響についての理解を問

う。
　 ［2］ 生命の境界と内外、および恒常性についての基本的理

解を問う。
　 ［3］ 尿の生成についての理解を問う。
　 ［4］ 血液循環と心臓の機能についての基本的理解を問う。
　 ［5］ 恒常性維持機構の性質についての理解を問う。
　 ［6］ 水分調節についての基本的理解を問う。
　 ［7］ 代償機能についての理解を問う。

2
　 ［1］ 光合成と気孔の開閉に関する基本的な理解を問う。
　 ［2］ 葉緑体に関する基本的な理解を問う。
　 ［3］ 光合成曲線に関する基本的な理解を問う。
　 ［4］ 陰葉と陽葉の光－光合成曲線の違いと作図能力を問う。

小　論　文
評価方法
　小論文は、本学農学部で学ぶ者に共通に求められる科学的お
よび論理的な問題把握力と論理的思考、必要な見識を見極める
ためのものである。そのため、提示された図表の内容を理解し
的確に分析し、自己見解を含めて論述させるものである。
評価ポイント
1） 図表を正確に読みとり解析できているか
2） 出題意図を踏まえながら、論理的に問題解決を考察してい
るか

3） 文章の構成、根拠の表示、自分の考えを適切に表現してい
るか

4） 問いに出てくる「要因」と自分の身の回りにある問題をつ
なげて論じているか

5） 文章を正確に表現できているか

■推薦入学Ⅰ・帰国子女特別選抜■
（工　学　部）

小論文（生命工学科・電気電子工学科・情報工学科を除く）
【応用分子化学科】
評価方法
　高校までに学んだ化学の基礎的知識をもとにして、与えられ
た課題に対する解答を、論理的かつ簡潔な文章でまとめる能力
を評価しました。今回は、化学結合に関する課題と物質の相溶
性に関する課題を取り上げ、前者では原子間の結合に電子がど
のように関わっているかを、また、後者では、基本的な物質を
混合したときにどのような現象が起きるかについて問いまし
た。下記の評価ポイントに示したように、この問いに対する解
答を論理的かつ的確な文章で表現できるか評価し、その総計を
評点としました。
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平成20年度入試の採点評価と合否判定等について

評価ポイント
1） 基礎知識：高校程度の基礎的な化学の知識と、それに基づ
く物質の性質の理解を評価しました。

2） 論理性：問われている課題に対し、論理的整合性を持った
考察ができているかを評価しました。

3） 文章表現の正確性：日本語の文章表現が正確であるか評価
しました。

【有機材料化学科】
評価方法
　高分子化学の黎明期のCarothersの業績に関する英文を読ま
せたうえで、1）文章の要約能力、2）有機材料化学に対する問
題意識、3）自分の考えを的確に表現できる文章作成能力の有
無を評価しました。採点に際して、読解力、論理的思考力、表
現の正確さ、科学的な根拠に基づいた主張ができているかを評
価ポイントにして、その総計を評点としました。
評価ポイント
1） 読解力
　 文章を正しく理解し、重要なポイントが何かを把握して要
約ができているかで評価しました。

2） 論理的思考
　 文章を書く時、構成が論理的であるかどうか、前後の整合
がとれているかどうかを評価しました。

3） 表現の正確性
　 表現が正確で適切か、誤字、脱字がないかどうか、日本語
として正しいかどうかを評価しました。

4） 科学的な根拠に基づいた主張
　 有機材料化学に対する問題意識および自分の考えを、科学
的根拠に基づいて適切に表現できているかを評価しました。

【化学システム工学科】
評価方法
　設問では環境問題の一つである酸性雨について、どのような
知識を持っているかということ、また、この問題を解決するた
めに、どのようなことをすればよいかについて尋ねました。こ
の問題に対して自分自身どのような考えを持っているかという
ことを評価したわけですが、特に広く知られている、また、良
く議論されている一般的な考え方としてだけではなく、自分の
意見として深い考察があるかどうかということを重点的に見ま
した。採点では以下の評価ポイントから総合的に評価を行いま
した。
評価ポイント
1） 問題理解力・分析力：出題された問題の意味を的確に把握し、
現状の問題を自分なりに深く理解しているかどうかを評価
しました。

2） 文章表現力・論理性：文章が論理的に正しく記述され、内
容に矛盾がなく一貫性を持っているかということを評価し
ました。

3） 独創性：出題に関して、広く知られている考え方のほかに
独自の意見があり、それが的確に述べられているかという
ことを評価しました。

4） 表現の正確性：日本語としての表現が正確かどうか、誤字・
脱字がないかどうかを評価しました。

【機械システム工学科】
評価方法
　簡単な確率の計算問題を解き、その結果から想起される事柄
を自由に記述することが課題でした。評価は以下の評価ポイン
トに従って複数の教員で行いました。
評価ポイント
1） 課題に即した内容であるか
2） 自分の意見が述べられているか
3） 論理的に述べられているか
4） 場合分けを表にする等の読み易さの工夫がなされているか
【物理システム工学科】
評価方法
　高校で学習した物理の基礎を理解しているかを問うため、小
論文の課題として、波動を取り上げました。身近な波動の例で
ある音と光を比較し、類似点と相違点を論述してもらう中で、
波動に対する正確な理解ができているか否かを評価しました。
また、現代社会の中で、音や光が果たしている情報伝達という
役割を把握し、科学的・論理的な文章として表現できているか
を評価しました。

評価ポイント
1） 物理の基礎：音も光も波動（波）であること、音が空気分
子の粗密が伝わる縦波であること、光は電場・磁場の振動
が交錯しながら伝わる電磁波の一種で横波であること、光
は媒質のない真空中でも伝播すること等、代表的な2つの
波動の基礎が理解できているかを評価しました。

2） 課題理解力・論理性：課題を正しく理解し、首尾一貫した
論理展開になっているかを評価しました。

3） 表現能力：ポイントを抑えた簡潔な表現で自分の考えを記
述できているかを評価しました。

面　　　接
評価方法
　工学部では各学科の選考方針にしたがい口頭試問を実施しま
した。学科により異なりますが、面接室を1箇所から数箇所設
けて、複数の面接担当者により、多面的に質問し、その応答態
度・方法・内容を数値化して判定しました。
評価ポイント
　基本的には以下の項目に評価ポイントを置きました。
　1）学科志望の動機とその分野への情熱
　2）工学への適性とそれを裏付ける思考力
　3）工学と社会の動向の関連に対する関心
　4）自説の論理的な展開
　5）独創的・個性的なヴィジョン
　6）これまでの勉強・学習内容
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平成20年度入学試験問題

一般選抜前期日程

数　学
物　理
化　学
生　物
英　語
※生物の大問 4は試験問題から除外したため掲載していません。

※情報の試験問題は受験者がいなかったため掲載していません。

一般選抜後期日程

英　語
小論文	 （農学部）
物理・数学	 （工学部）
化学・数学	 （工学部）

特別選抜

■	私費外国人留学生
　	日本語

■	帰国子女・社会人（農学部）
　	物　理
　	化　学
　	生　物
　	小論文

■	推薦入学Ⅰ・帰国子女（工学部）
　	小論文〔生命工学科、電気電子工学科、情報工学科を除く〕
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一般選抜前期日程
数　学
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英　語

著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。
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一般選抜後期日程
英　語

著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。

小論文（農学部）

物理・数学（工学部）

著作権の関係で図表の掲載を差し控えさせていただき

ます。
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化学・数学（工学部）
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特別選抜（私費外国人留学生）

著作権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。

特別選抜（帰国子女・社会人）
基礎学力テスト（農学部）

��



�0

著作権の関係で図表の掲載を差し控えさせていただき

ます。



特別選抜（推薦入学Ⅰ・帰国子女）
小論文（工学部）

��

※「有機材料化学科」、「化学システム工学科」は著作

権の関係で掲載を差し控えさせていただきます。
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1　学科・教育内容に関すること

Q1 農学部の応用生物科学科と工学部の生命工学科には、
どのような違いがありますか？

　応用生物科学科では、自然界・生物・ヒトとのかかわり
を中心にした研究を行い、食品、医薬品、農薬、化粧品、
香料開発など農学分野での貢献を目指しています。また、
生命工学科は、ものづくりの視点で生命をとらえ、これを
私たちの生活で活用する研究、例えばバイオセンサーや臨
床・診断薬、医薬品の開発、有用物質の工業的応用や環境
の修復などの研究を行っています。
　両学科は、授業科目として、生化学、分子生物学、細胞
生物学、有機化学、分析化学、遺伝子工学など、また、実
践科目として実験や実習に重点を置いた教育を行い、生命
科学の基礎知識と技術についてはどちらの学科でも共通し
て身につけることができます。しかし、生命工学科では、
生体電子工学、蛋白質科学、細胞再生工学、生物情報解析、
植物工学、脳神経科学、マリンバイオテクノロジー、メディ
シナルケミストリー、食品・医薬品開発工学、レギュラトリー
サイエンス、地球環境工学、応用ゲノミクスなどの授業が
あり、工学的応用を前提とした生命現象を理解した上で、
これを活用するバイオテクノロジーの創造とその実践を習
得できる教育を受けることができます。一方、応用生物科
学科では、その他の授業科目として、栄養化学、応用微生
物学、天然物有機化学、食品化学、植物病理学、昆虫生物学、
植物保護学、バイオロジカルコントロールなど、分子から
生態までの生物・生命現象に広く焦点を当てた授業が多数
あり、生物と化学を基礎とする広い意味での農学の専門分
野により深く入り込んだ教育を受けることができます。

Q2 農学部の環境資源科学科と地域生態システム学科
で扱う環境の違いを教えてください。

　環境資源科学科では、自然科学的視点から地球環境と生
物資源に関する教育研究を行っています。地域生態システ
ム学科では、人間と自然・環境について、現場に密着しつ
つ自然科学・人文社会科学双方の視点を融合した教育研究
を行っています。
　環境資源科学科では、環境汚染物質の評価・予測・修復、
環境ストレスの生物影響、太陽エネルギーによって炭素が
固定されてできるバイオマス資源の有効利用、植物資源の
環境に調和した利用法、リサイクルなどに関する教育と研
究を行っています。これらの教育と研究では、環境や資源
に関係する種々の物質の理解を欠かせません。そのため、
環境資源科学科では基礎的な物質化学の教育と研究も重視
しています。環境資源科学科は、環境や資源の問題に対し
て、「物質」という考え方を基軸として、地球全体の大き
なレベルからビーカーの中のミクロの世界まで、広く深く
自然科学的手法を用いて研究する学科です。
　一方、地域生態システム学科では、森林・山地から、農
村・田園、そして都市までの地域を有機的につながった一
つのシステム、すなわち地域生態システムとしてとらえて
います。その地域を舞台に、自然科学から人文・社会科学
にわたる幅広い専門分野を動員して、自然と人間とが共生
しながら、豊かで持続可能な社会を構築するための教育研
究を行っています。そこでは、野生動物などの保護、自然
環境の修復技術、持続可能な森林管理や流域保全、環境と
調和した農業生産システム、人と人・人と自然あるいは人
と動物との共生のありかた、これらを総合化した地域マネ
ジメントシステムなどに関する教育研究がその主な柱と
なっています。国内海外を問わず、現実に生じている地域
の複雑な問題を多様な視点からとらえ、的確に対応できる
人材の育成を目的として、充実したカリキュラムを用意し
ています。

Q3 遺伝子関係の勉強をしたいのですが、どの学科が
適していますか？

　遺伝子関係といっても非常に範囲が広いので、まず遺伝
子の何を勉強したいのかをはっきりさせましょう。ここで
は遺伝子工学についてのみお答えします。新しい遺伝子の

発見や働きを解析したり、遺伝子工学の技術を開発したり
するような勉強がしたいのでしたら、農学部の応用生物科
学科や工学部の生命工学科が適しています。しかし、一般
には遺伝子工学とは生物の働きの解析や、生物の性質を変
える目的のために使われる手段でしかありません。大切な
のは、「植物の品種改良をしたい」「環境中の難分解性の環
境汚染物質を生物的に分解したい」「動物の遺伝子治療を
したい」といった目的であり、それにより志望に適した学
科は自ずと決まってくるはずです。また、本学では他学科
の授業も選択できるので、遺伝子工学関連の授業はどの学
科に入っても受講できます。まずは、遺伝子工学自体を勉
強したいのか、あるいは遺伝子工学を利用して何をしたい
のか考えましょう。

Q4 工学部化学系3学科の違いを教えてください。

　応用分子化学科、有機材料化学科、化学システム工学科
の3つの学科は、いずれも工学部の化学系の学科ですが、
応用分子化学科と有機材料化学科は応用化学を基盤とした
教育・研究を、化学システム工学科は化学工学を基盤とし
た教育・研究を行っています。
　応用分子化学科と有機材料化学科は、応用分子化学科が、
物質を原子・分子レベルで理解・制御する化学技術全般に
ついて研究しており、エネルギー、無機材料、有機合成な
ど広範な化学の先端分野の研究を行っているのに対して、
有機材料化学科が、化学、物理、バイオを融合する科学技
術を研究し、機能性高分子・環境調和高分子・バイオマテ
リアルなどに代表される有機材料の先端分野の研究を行っ
ているという違いがあります。特に低学年においては、両
学科ともに化学の基礎を体系的に学ぶことのできる「有機
化学」「無機化学」「物理化学」等を軸としたカリキュラム
が用意されており、実験を重視した教育を実施している点
でもほぼ共通しています。カリキュラム上の両学科の違い
は主に専門教育にあり、応用分子化学科では、「生体有機
化学」、「遷移金属化学」、「半導体化学」等、原子・分子を
基盤とする応用化学を網羅するよう多様で広範な専門科目
が用意されています。一方、有機材料化学科では「バイオ
材料化学」、「高分子化学」、「高分子・繊維物理」など有機
材料に関する専門科目が充実しており、化学系だけでなく
物理系の科目も重視していることが特徴です。
　化学システム工学科は、化学の真理と工学の実務の両者
の特徴と多様性を有機的に統合した「化学の工学」の体系
に基づいて教育を行い、新素材・新システムの開発、そし
て地球環境やエネルギー環境に貢献する21世紀の循環型
社会を支える化学技術の教育・研究を行っています。化学
システム工学科の教育プログラムは日本技術者教育認定機
構JABEEによって認定されており、卒業生は技術士資格
一次試験免除の修習技術者の資格が与えられます。カリ
キュラムは、1年次から専門科目が学べるように組まれて
います。化学、物理、生物、数学を基礎として、「反応に
関係する熱エネルギーや物質の移動の速さを学ぶ科目」、
「反応を起こさせる装置や成分を分離する装置の設計を学
ぶ科目」、「原料から製品までのプロセスをデザインする科
目」などの化学工学の学問を習得できるようになっていま
す。
　3学科ともに4年次において研究室に配属され卒業研究
を行います。3学科の教育・研究内容の違いは以下の主な
研究テーマを比較することでおわかり頂けると思います。
応用分子化学科では、電池・エネルギーデバイス、半導体、
セラミックス、無機有機ハイブリッドナノ材料、分子触媒、
有機合成、医農薬品合成など、原子・分子レベルの応用化
学・ナノ材料化学に関する基礎的研究を行っています。有
機材料化学科では、生分解性や電導性などの機能性高分子、
重合触媒、超分子、有機（超）薄膜、ナノ（オプト）エレ
クトロニクス材料、高分子のナノ構造制御、生体高分子、
バイオ・医療用材料など、有機材料全般にわたる基礎的研
究を行っています。化学システム工学科では、バイオプラ
スチック、高度分離精製、バイオマスエネルギー変換、水
と大気の環境浄化、ナノ材料プロセス、プロセス制御、シ
ミュレーションなど、化学工学全般の基礎から応用にわた
る研究を行っています。

入試Q&A
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2　試験内容に関すること

Q5 推薦入学Ⅰと推薦入学Ⅱの両方を出願できますか？

　工学部においては、推薦入学Ⅰが不合格であった場合に、
推薦入学Ⅱの出願が認められます。ただし推薦入学Ⅱの出
願には、大学入試センター試験の受験が必須となります。
なお農学部においては、推薦入学Ⅰは行わず、推薦入学Ⅱ
のみ実施していますので、該当しません。

Q6 特別選抜で出される小論文の過去の出題内容を教
えてください。

〔農学部〕
　全学科共通の問題で小論文の試験を実施し、出題内容は、
与えられた課題、資料（データ）について、
1. 資料読解、分析力
2. 論理的思考力
3. 考察力とその独創性
4. 日本語の記述、表現力

等を評価するもので、記述に与えられた字数は800字以内
です。

〔工学部〕
1.学科の分野に対する勉学意欲や本人の将来ビジョン
2.英語による参考文を読んで、指定された題目で小論文
を書く
3.日本語による資料等を読んで志望学科に適した考え方
を問う
4.学科の適性を調べるために問題解決能力、論理的思考
力を問う

など、学科により異なります。記述に要する字数は400か
ら1000字と学科によって差があります。いずれも学科へ
の適性を調べるものであり、特に難解な問いは用意してい
ません。

Q7 特別選抜ではどのような面接が行われますか？

〔農学部〕
　面接教員4～5名により、各受験生と15分～20分程度の
質疑応答を行い、勉学に関すること、社会生活に関するこ
と、面接態度、目的意識等について評価します。この評価
では、志望動機、志望学科への適性、入学後の学習意欲、
日本語の表現力、思考力も評価のポイントとなります。

〔工学部〕
1.人物面接では、志望動機、高等学校での勉強、入学後の
抱負などの一般的質問が主です。
2.基礎学力面接では、英語、理科（物理、化学、生物から
1科目選択ないし物理・化学の2科目）の口頭試問を実施
します。数学を加える学科もあります。志望学科が、大
学入試センター試験でどの科目を課しているのかを参考
にしてください（推薦入学Ⅱの募集要項参照）。いずれ
の科目も大学入試センター試験のレベル（高等学校で学
習した内容・範囲）で口答形式で行われ、主に志望学科
への適性、当該学問分野に対する情熱、それを裏付ける
基礎学力や思考力が試されます。

3　受験に関すること

Q8 身体に障害がある場合、受験や入学後に配慮して
もらえますか？

　受験上もしくは修学上の特別な措置を必要とする場合
は、個別に対応して様々な配慮をしています。出願前に必
ず入試チームにご相談ください。

A
６

Q9 追加合格はありますか？

　本学では、過去の入学手続率等を検討しながら合格者を
発表しています。原則として追加合格を出さないようにし
ていますが、入学手続き状況によっては追加合格を行うこ
とがあります。

4　そ　の　他

Q10 入学後に転学部や転学科はできますか？

　転学部・転学科は、本学に1年以上在学することが必要
条件です。願い出により学科定員の欠員状況、取得科目の
成績および入学試験の成績等を考慮の上、選考されます。

Q11 編入学や学士入学はできますか？

　農学部では、3年次編入学（獣医学科は2年次または3年
次への社会人編入学）を、工学部では、3年次編入学（推
薦入学選抜、学力検査選抜、社会人特別選抜）をそれぞれ
実施しています。詳しくは府中地区学生サポートセンター
チーム教務第二係または小金井地区学生サポートセンター
チーム入学試験係にお問い合わせください。

Q12 入学時にかかる費用を教えてください。

　平成20年度の学費等は次のとおりですので、参考にし
てください。なお、入学料、授業料は、改訂された場合は
改定後の金額が適用されます。また、在学中に、授業料が
改訂された場合は、改訂後の金額が適用されます。その他、
後援会等が任意に集金するものもあります。

入学料　282,000円
授業料　前期分267,900円（年額535,800円）
その他（学生教育研究災害傷害保険、同窓会・後援

会、学生団体、大学生協等）

Q13 受験時の宿泊を紹介してもらえますか？

　大学として紹介はしていませんが、大学生協が案内を出
していますので、お問い合わせください。
　問い合わせ先　東京農工大学消費生活協同組合
　☎042-366-0762（平日10:00～17:00）
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入試関係資料について
本学では、次の入試関係資料を入試チーム窓口等で配付しています。
下記の要領でお申し込みください。

○大学案内
○入試情報
○入学者選抜要項
○特別選抜学生募集要項
○一般選抜学生募集要項

（平成21年度入試）

5月中旬
6月上旬
7月下旬
8月下旬
10月下旬

（平成21年度入試）
（平成21年度入試）

募集要項等の請求方法
（1）テレメールで請求する場合（一般選抜学生募集要項および大学案内）

（3）郵便局で請求する場合（一般選抜学生募集要項および大学案内）

（2）大学のホームページから請求する場合

① 次の電話番号におかけください。

② 資料番号（6桁）をプッシュしてください。

③ 後はガイダンスに従って登録してください。
＊10月から案内が開始されます。
＊電話（24時間コンピュータ音声応答）受付から2、3日で送付されます。
＊送料は資料に同封されている振込用紙により振込んでください。

　本学のホームページから直接、テレメールによる資料請求ができます。
詳しくは、東京農工大学ホームページ（http://www.tuat.ac.jp/）をご覧ください。

　全国の郵便局に備え付けの募集要項請求申込書に必要事項を記入のうえ、所定の料金を添えて郵便局窓口に
申し込んでください。1週間程度でお手元に届きます。
＊10月から案内が開始されます。詳細は郵便局にお問い合わせください。

IP電話　050－2015－0555（または一般電話　06－6222－0102）
※一般電話回線からIP電話にかけた場合、通話料金は日本全国どこからでも3分ごとに約11円です。

大学案内 562320

582300

542300

一般選抜学生募集要項

一般選抜学生募集要項+大学案内
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（4）宅配で請求する場合（一般選抜募集要項、特別選抜募集要項および大学案内）

（5）直接大学へ請求する方法（一般選抜募集要項、特別選抜募集要項および大学案内）

① 受付期間

② 申込先

③ 問い合わせ先

1）郵送による場合

2）直接取りにくる場合

＜請求方法＞

東京農工大学生協
電　話：042－366－0762（年末年始・土日・祝日を除く10時～15時）

042－352－7222

　インターネット、携帯電話およびFAXで申し込んでください。平日の15時までの申込みは当日受付となり、原則として受付
日当日に発送し翌日の配達となります。ただし、平日の15時以降・年末年始・土日・祝日の申込みは、明けて翌日の発送とな
ります。また、北海道・九州・沖縄・離島は、発送後の翌 日々の配達となります。送料は着払いです。
　なお、配達予定日を過ぎても到着しない場合は、下記電話番号にお問い合わせください。

切手をはり付けた返信用封筒（角形2号の封筒に、郵便番号、住所、氏名を明記する。）を同封のうえ、お申し込みくだ
さい。

①返信用封筒に390円（速達の場合は760円）の切手をはり付けてください。
②請求用封筒に返信用封筒を入れ、表のあて名の横に「一般選抜募集要項請求」または「特別選抜募集要項請求」
の別を、必ず朱書きで明記してください。

③請求先
東京農工大学入試チーム入学試験係（〒183－8538　東京都府中市晴見町3－8－1）

下記の窓口で入手できます。
入試チーム入学試験係（東京都府中市晴見町3－8－1）
小金井地区学生サポートセンターチーム入学試験係（東京都小金井市中町2－24－16）

特
別
選
抜

推薦入学
帰国子女
社会人

推薦入学

平成20年 9月 1日～平成20年10月24日

平成20年 9月 1日～平成21年 1月16日

平成20年 9月 1日～平成21年 1月29日

平成20年10月下旬～平成21年 1 月29日

私費外国人留学生

一　般　選　抜

インターネット（パソコンの場合）

http://www.tuat-coop.jp/yoko/ http://www.tuat-coop.jp/gansyo/

QRコード
フォームに必要事項を入力し、内容を
確認のうえ、送信してください。

※対応する携帯電話で読
　み取ることが出来ます。

FAX

携帯電話

I

II

入試関係資料について
本学では、次の入試関係資料を入試チーム窓口等で配付しています。
下記の要領でお申し込みください。

○大学案内
○入試情報
○入学者選抜要項
○特別選抜学生募集要項
○一般選抜学生募集要項

（平成21年度入試）

5月中旬
6月上旬
7月下旬
8月下旬
10月下旬

（平成21年度入試）
（平成21年度入試）

募集要項等の請求方法
（1）テレメールで請求する場合（一般選抜学生募集要項および大学案内）

（3）郵便局で請求する場合（一般選抜学生募集要項および大学案内）

（2）大学のホームページから請求する場合

① 次の電話番号におかけください。

② 資料番号（6桁）をプッシュしてください。

③ 後はガイダンスに従って登録してください。
＊10月から案内が開始されます。
＊電話（24時間コンピュータ音声応答）受付から2、3日で送付されます。
＊送料は資料に同封されている振込用紙により振込んでください。

　本学のホームページから直接、テレメールによる資料請求ができます。
詳しくは、東京農工大学ホームページ（http://www.tuat.ac.jp/）をご覧ください。

　全国の郵便局に備え付けの募集要項請求申込書に必要事項を記入のうえ、所定の料金を添えて郵便局窓口に
申し込んでください。1週間程度でお手元に届きます。
＊10月から案内が開始されます。詳細は郵便局にお問い合わせください。

IP電話　050－2015－0555（または一般電話　06－6222－0102）
※一般電話回線からIP電話にかけた場合、通話料金は日本全国どこからでも3分ごとに約11円です。

大学案内 562320

582300

542300

一般選抜学生募集要項

一般選抜学生募集要項+大学案内





平成20年度入学試験正解または解答例

一般選抜前期日程

数　学
物　理
化　学
生　物
英　語
※生物の大問 4は試験問題から除外したため掲載していません。

※情報の試験問題は受験者がいなかったため掲載していません。

一般選抜後期日程

英　語
小論文	 （農学部）
物理・数学	 （工学部）
化学・数学	 （工学部）

特別選抜

■	私費外国人留学生
　	日本語

■	帰国子女・社会人（農学部）
　	物　理
　	化　学
　	生　物
　	小論文（本文19ページ参照）

■	推薦入学Ⅰ・帰国子女（工学部）
　	小論文〔生命工学科、電気電子工学科、情報工学科を除く〕
　	　　　（本文19・20ページ参照）

記述式の問題については、解答例を示してあります。この解答例は、解答の一例です。
ここに示された解答例の他にも、いろいろな表現の仕方、記述の仕方がありえます。
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一般選抜前期日程
数　学

＜　解　答　例　＞
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物　理

＜　解　答　例　＞
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化　学

＜　解　答　例　＞



− 5 −

− 1 − − 2 −�

生　物

＜　解　答　例　＞
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− 1 −
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− 2 − �

英　語

＜　解　答　例　＞
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一般選抜後期日程
英　語

＜　解　答　例　＞



− 1 − − 2 −

− 1 − − 2 −�

物理・数学

＜　解　答　例　＞

小論文（農学部）評価のポイント
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化学・数学

＜　解　答　例　＞



− 5 −

− 1 − − 2 − ��

私費外国人留学生
日本語

＜　解　答　例　＞

日本語

＜　解　答　例　＞



− 1 −

− 1 −
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帰国子女・社会人（農学部）
物　理

＜　解　答　例　＞

化　学

＜　解　答　例　＞

生　物

＜　解　答　例　＞




